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レ
ガ
ッ
タ

レ
ガ
ッ
タ
を
通
じ
て
の

を
通
じ
て
の

地
域
交
流

地
域
交
流
!!!!

Ｑ
：
レ
ガ
ッ
タ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ
：�

第
１
回
美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ
に
『
佐
柿
あ
め

ん
ぼ
う
』
で
、
出
場
す
る
事
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
：�

レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
は
ど
の
よ
う
な
意
気
込
み

で
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：�

常
に
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

�

そ
の
為
に
、
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
：�

普
段
の
練
習
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：�

チ
ー
ム
全
体
の
練
習
は
、
町
が
決
め
た
乗
艇

日
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
週

一
回
の
エ
ル
ゴ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
毎
日
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
常
に
何
か

し
ら
動
い
て
い
る
の
で
周
囲
か
ら
は
、
止
ま

る
と
死
ん
で
し
ま
う
『
マ
グ
ロ
』
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。（
笑
）

Ｑ
：�

レ
ガ
ッ
タ
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か
？

Ａ
：�

①
第
13
回
全
国
大
会
（
東
郷
町
）
で
、
予
選

落
ち
し
て
敗
者
復
活
戦
で
勝
ち
上
が
っ
た
際

に
当
時
の
事
務
局
の
志
賀
さ
ん
か
ら
『
凄
い

レ
ー
ス
で
鳥
肌
が
た
っ
た
』
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。�

�

②
第
２
回
全
国
大
会
（
下
諏
訪
）
で
、
佐
柿

あ
め
ん
ぼ
う
で
３
位
に
な
っ
た
後
は
、
第
19

回
全
国
大
会
（
加
古
川
）
迄
メ
ダ
ル
に
は
届

か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
第
20
回
全
国
大
会

（
豊
岡
）
か
ら
実
業
団
経
験
者
の
今
安
沙
都

子
さ
ん
（
和
田
）
を
チ
ー
ム
に
迎
え
、
経
験

者
の
河
下
寿
雄
さ
ん
（
佐
田
）
や
今
安
宏
行

さ
ん
（
和
田
）
の
指
導
に
よ
り
準
優
勝
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
年
連
続

優
勝
は
最
高
の
思
い
出
で
す
。�

�

③
全
国
優
勝
し
た
際
に
、
山
口
前
町
長
か

ら
、『
多
栄
子
よ
う
頑
張
っ
た
』
と
、
満
面

の
笑
み
で
褒
め
て
貰
っ
た
の
も
良
い
思
い
出

で
す
。�

�

④
約
20
年
前
に
全
国
大
会
で
下
諏
訪
の
人
と

知
り
合
い
、
そ
の
後
御
柱
祭
り
に
２
度
招
待

し
て
い
た
だ
き
、
地
元
の
人
と
一
緒
に
参
加

し
た
り
、
昨
年
下
諏
訪
で
開
催
さ
れ
た
大
会

に
は
、
応
援
に
来
て
く
れ
て
、
今
で
も
交
流

が
続
い
て
い
る
な
ど
、
沢
山
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：�『
に
っ
か
ぽ
っ
か
』か
ら『
ド
リ
ー
ム
』に
チ
ー

ム
名
を
変
更
し
た
理
由
は
何
で
す
か
？

Ａ
：�

に
っ
か
ぽ
っ
か
は
、
娘
の
同
級
生
が
集
ま
っ

て
作
っ
た
ク
ル
ー
で
、
私
は
助
っ
人
で
漕
い

だ
の
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
が
、
今
は
娘
と
私
だ
け
に
な
り
チ
ー
ム
名

の
由
来
も
答
え
ら
れ
な
い
の
で
、
今
回
か
ら

チ
ー
ム
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
ド
リ
ー
ム
に
し
た
由
来
は
何
で
す
か
？

Ａ
：�

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
各
自
、
町
民
レ
ガ
ッ
タ
に

優
勝
し
て
全
国
大
会
行
き
た
い
と
か
、
全
国

大
会
で
決
勝
に
進
出
し
た
い
、
メ
ダ
ル
を
取

り
た
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
っ
て
こ
と
で
ド
リ
ー
ム
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：�

出
来
る
だ
け
長
く
現
役
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
最
後
に
何
か
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：�

町
民
の
レ
ガ
ッ
タ
に
父
、
私
、
娘
の
３
代
で

関
わ
れ
て
、
71
歳
に
な
る
今
も
現
役
で
い
ら

れ
る
の
は
、
美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ
が
毎
年
開

催
さ
れ
る
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

シリーズ  シリーズ  第11回第11回
がんばるがんばる美浜美浜びとびと

プロフィール
美浜町佐柿

松井�多栄子（71歳）

インタビューインタビュー

●�

議
会
の
課
題��

１.
�

ロ
ー
イ
ン
グ
の��

町
の
推
進
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原子力施設等視察
原子力発電所特別委員会

去
る
９
月
30
日
か
ら
10
月
２

日
の
間
、原
子
力
発
電
所
特
別

委
員
の
10
名
と
議
長
、副
町
長

に
も
ご
同
行
を
い
た
だ
き
、原

子
力
関
連
施
設
等
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

１
日
目
は
島
根
原
子
力
発
電

所
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機

は
、今
年
12
月
の
再
稼
働
を
目

途
に
最
終
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
３
号
機
は
改
良
型
新
型
炉

で
13
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の

年
、運
転
間
近
の
と
こ
ろ
で
、

停
止
し
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の

３
号
機
の
普
段
は
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
格
納
容
器
下
部
に
ま

で
入
室
さ
て
い
た
だ
き
、貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

２
日
目
は
佐
賀
県
玄
海
町
議

会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

玄
海
町
は
今
年
５
月
に
原
子

力
発
電
所
立
地
自
治
体
と
し
て

初
め
て
、原
発
か
ら
出
る
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
選
定
に
向
け
た
文
献
調
査

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
経

緯
と
し
て
、町
民
の
３
団
体
か

ら
推
進
の
請
願
書
が
提
出
さ

れ
、反
対
の
請
願
書
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、受
け
入
れ
る
決

断
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

全
国
的
に
最
終
処
分
場
誘
致
の

機
運
が
高
ま
ら
な
い
中
避
け
て

は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、原

子
力
発
電
所
を
立
地
し
て
い
る

自
治
体
と
し
て
も
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
決
断
を
し
た
。

以
上
の
こ
と
で
、他
の
立
地
自

治
体
も
文
献
調
査
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
べ
き
と
発
言
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

３
日
目
は
佐
賀
県
糸
島
市
に

あ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
研

究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し

た
。こ

こ
で
は
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
水
素
を
活
用
す
る
に
あ

た
り
、タ
ン
ク
な
ど
の
材
料
の

安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
研

究
を
さ
れ
て
お
り
、こ
の
水
素

活
用
は
地
球
上
に
無
尽
蔵
に
あ

り
排
出
さ
れ
る
も
の
は
水
で
あ

り
、地
球
温
暖
化
対
策
に
大
変

有
用
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
変
有
意
義
な
視
察
研
修
で

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2024年 秋号2024年 秋号3



町町内内現現地地視視察察

議議員員参参加加ののイイベベンントト

第
26
回
美
浜
地
区
自
衛
消
防

操
法
大
会
が
、８
月
25
日
に
美

浜
消
防
署
消
防
訓
練
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
美
浜
町

内
の
地
域
・
事
業
所
か
ら
計
19

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、大
会

初
と
な
る
小
学
生
チ
ー
ム
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、参

加
し
た
こ
と
に
よ
り
防
火
活
動

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に
繋

が
っ
た
こ
と
を
、美
浜
町
の
防

災
に
関
す
る
活
動
に
活
か
し
ま

す
。

令
和
５
年
度
ス
マ
ー
ト
施
設
園

芸
推
進
事
業
補
助
を
受
け
た（
株
）

無
限
大
様
の
第
２
弾
ト
マ
ト
生
産

出
荷
施
設
で
す
。
敷
地
面
積
８
，

６
５
７
㎡
、「
一
次
育
苗
施
設
」「
生

産
施
設
」「
集
出
荷
施
設
」か
ら
な

り
、地
球
環
境
・
作
業
環
境
・
生
産

性
・
省
エ
ネ
に
配
慮
し
、現
方
式

を
改
良
し
た
低
段
・
密
植
・
通
年
栽

培
に
挑
戦
さ
れ
、多
く
の
新
技
術

が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
33
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
薩
摩
川
内
大
会
が
、９

月
７
日
〜
８
日
の
２
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

24
市
町
村
か
ら
6
部
門
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
90
ク
ル
ー
に
よ

る
６
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、美
浜
町
か
ら
は
６
ク

ル
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
議
員

ク
ル
ー
は
残
念
な
が
ら
、決
勝

レ
ー
ス
に
は
出
場
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、町
民
と
交
流
が
出

来
た
こ
と
で
頂
い
た
意
見
を
活

動
に
活
か
し
ま
す
。

ひ
と
・
空
間
・
コ
ン
テ
ン
ツ
創
り

を
め
ざ
す「
み
は
ま
シ
ナ
プ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
の
第
一
弾
と

し
て
昨
年
10
月
に
郷
市
の
空
家
を

活
用
し
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は「
学
び
と
挑
戦
を
育
む
」を

テ
ー
マ
に
小
中
学
生
を
対
象
に
活

動
中
で
す
。
来
年
度
は
、近
く
に

「
に
ぎ
わ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」が

新
設
さ
れ
、更
に
発
展
的
に
継
続
・

展
開
さ
れ
る
計
画
で
す
。

期
待
を
込
め
て
、注
視
・
支
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

全国市町村交流レガッタ

放課後教室サン

消防操法大会

美浜町公設
塾

トマト生産出荷拠
点施設

Tomato LABO Fairy Bell

FoundingBase（委託会社）の責任者より、これまでの 
活動経過と今後の計画について、熱い説明を受けた。

（株）無限大 木子社長の「毎日が実験です」という
チャレンジングな説明がとても印象的であった。
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若狭湾サイクリングルート
整備事業� 120万円
若狭湾及び三方五湖周辺のサイクリングロードを整備
し観光化を図る。

すみずみ子育てサポート事業 199万円
家庭で一時的に育児を行うことが出来ない場合に一時預
かりを行い負担の軽減を図る。

【一時預かり】
・一時預かり専門託児所せら
・キッズルームわくわく　　・敦賀シルバー人材センター
【家事支援】
・美浜町社会福祉協議会

放課後子ども教室
トライアル事業 36万円
放課後の子どもの安全・安心な居場所を提供。
対象者：美浜東小学校に通う児童
内　容：体験活動や地域住民との交流活動

五木ひろしふるさとマラソン
準備事業 586万円
・エントリー関連業務委託　　・Ｔシャツデザイン委託
・大会冊子印刷製本費

美浜・五木ひろし
マラソン記念事業 372万円
・コンサート開催補助

北前船日本遺産
活用事業
282万円
◎ 北前船寄港地フォーラムへの  

参加
開催時期： 令和６年11月21日〜23日
開催場所：石川県、福井県
＊11月23日に美浜町内で現地見学を開催予定
・日本遺産PR媒体の制作（チラシ・ポスター等）
・北前船日本遺産推進協議会HPへの掲載

三方五湖ゾーン活性化事業� 246万円
観光客のためデジタルサイネージの設置して地域の活
性化を図る。

若狭美浜観光PR事業� 200万円
旅館・民宿の事業者が町のロゴマークを活用した 
媒体を制作するための費用を支援。
補助対象者： 町内で旅館民宿や簡易宿所、ホテルを運

営する事業者。また今後許可を得て同施
設を運営予定の事業者（民泊は含まない）。

補助対象事業： 町のロゴマークを活用した媒体の制作費 
（ユニフォーム、箸袋、暖簾、パンフレット等）

補　助　率：2/3（上限10万円）
補 助 件 数：20事業者

除雪対策費
　8143万円

民宿等活性化事業� 5260万円
新幹線開業効果を促進するため民宿等のリニューア
ルや設備投資を支援。

一般枠   対 象 者： 町内で旅館民宿ホテルを運営する事業者 
及び許可を得て運営予定の事業者  

 補 助 率：2/3 
 補助上限： １０００万円（県1/2　町1/2）
 補助件数：４件

新規開業枠   対 象 者： 町内で旅館民宿ホテルを運営 
予定の事業者

 補 助 率：2/3
 補助上限：2０００万円（県１/２　町1/2）
 補助件数：１件

令和６年度一般会計
９月補正予算 6億2629万円（補正後の予算総額97億8140万円）

【そのうち財政調整基金積立金３億7400万円】

冬にそなえて
除雪対策

大雪は忘れた頃に大雪は忘れた頃に
やってくるやってくる

除雪作業委託費� 5900万円
凍結防止剤散布委託料� 420万円

おもてなし街道魅力アップ事業� 344万円
町内の道路周辺の景観を良くするための整備工事や 
補修工事。
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令和 5年

美浜町

健  全

産業育成産業育成
新規就農支援事業� 990万円
　新規就農者の所得補償や研修する予定者に対し支援。
美浜町農業人材育成拠点施設で研修する新規就農予定者。

次世代型人材投資事業（経営開始型） 補助対象者：３名
新規就農者育成総合対策（経営開始型） 補助対象者：１名
青年就農給付金（町単） 補助対象者：１名

美浜町の財政状況は健全です！
1財政力指数
　 1に近いほど（あるいは1を超える

ほど）財政に余裕がある。

3実質公債費比率
　 単年度の借金返済額の割合で 

早期健全化基準は25％以上。

2経常収支比率
　 財政構造の弾力性を示す指標。
　低いほど余裕がある。

4将来負担比率
　 自治体が将来的に負担する借金の 

比率で早期健全化基準は350％以上。

R3 R4 R5
0.797 0.905 1.044

R3 R4 R5
8.3 7.6 8.4

R3 R4 R5
78.1 75.5 69.1

R3 R4 R5
65.6 66.7 53.3

◯総務費　町民の生活にかかわるお金
（21.9％）28万3383円
◯民生費　福祉等にかかわるお金

（18.5％）23万9294円
◯衛生費　医療や保険、環境にかかわるお金

（15.5％）20万691円
◯農林水産費　農業、水産、林業などの振興

（6.3％）８万1723円

◯商工費　観光や商工などの振興
（7.9％）10万2321円
◯土木費　 道路や河川、  

まちづくりにかかわるお金
（10.5％）13万6100円
◯教育費　学校や文化にかかわるお金

（9.9％）12万7947円

◯消防費　消防施設や消防団にかかわるお金
（3.2％）４万2268円
◯公債費　 借りたお金の返済や利子に払う 

お金
（4.8％）６万1839円
◯その他　議会費や労働費など

（1.5％）１万9616円

儲かるふくい型農業総合支援事業� 3051万円
　園芸産地育成や水田園芸の拡大、スマート農業や
雇用導入による水田農業の規模拡大等への支援

水田支援：コンバイン、トラクタ、ドローン　各１式
園芸支援：白ネギ防除機、調整機　各１式

園芸育成支援� 8257万円
　新規就農者等を育成・確保するため
就農定着用リースハウスの整備

きゅうりハウス整備（河原市地係）　５棟　1500㎡
いちじくハウス整備（和田地係）　　４棟　1382㎡

中山間地総合対策支援事業� 1951万円
　中山間地の担い手の機械化、営農継続支援等、
作業の効率化や規模拡大を図る経営安定化支援

担い手支援：トラクタ、コンバイン　各１式
営農省力化支援：トラクタ、ドローン、ラジコン草刈り機　各１式

スマート施設園芸拡大推進事業� １億5749万円
　トマトの周年栽培を行い産地化促進及び地域
園芸の拡大を図るため大規模ハウスを整備

高度環境制御栽培トマトハウス（興道寺地係）
９連棟　　4050㎡

意欲あるふくいの畜産支援事業� 2340万円
　自給飼料生産拡大に係る機械化の導入支援 ・ベールグリッパ、中型ロールベーラ、　グレイタスローダー　購入

・トラクタ、グレイスローダー、ラップマシーン、ホールクロップ収穫機、播種機等

若狭牛安定供給体制構築事業� 259万円
　若狭牛の生産拡大と畜産農家の収益向上を計る
和牛子牛の導入（９頭）

和牛子牛の導入（９頭）
　28万８千円×９頭

町民１人あたりにすると使ったお金は129万5182円です。 ※町の人口8720人
　（令和６年９月１日現在）で計算
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令和5年度
歳 出 決 算 使い道チェック

子育て世帯生活支援
特別給付金給付事業 331万円
　低所得者子育て世帯への給付（対象制限あり）

子ども医療費助成事業 3125万円
　18才までのこども養育者に対し子どものかかった 
医療費全額助成

すみずみ子育てサポート事業 723万円
　家庭で一時的に育児を行うことのできない場合の一
時預かり
　利用実績：延べ8161時間　　利用人数：1543人

出産・子育て応援交付金給付事業 541万円
　安心して出産・子育てができるために妊娠時５万円出
産時５万円支給
　母子手帳交付時：73人　　出産届時：53人

物価高騰に係る
子育て世帯応援事業 1279万円
　 子育て世帯を応援するため子供１人に対し１万円の　
「商品券」を発行

　対象世帯：647世帯　　児童数：1145人

児童手当支給事業 １億1225万円
　【月額】 ０〜３歳未満15000円  

３歳〜中学生10000円（第３子以降は15000円）

子ども・子育てサポートセンター運営事業 668万円
　子育て中の親子に交流の場を提供
　児童：延べ5065人　　保護者：延べ4191人

子ども子育て支援

緊急通報体制等整備事業 172万円
　独り暮らし高齢者が安心して暮らせるよう緊急自動
通報装置を貸与し、毎月コールセンターから電話による
声掛け

家族介護用品支給事業 676万円
　65歳以上の高齢者を在宅で介護する家族
の経済的負担を軽減するためおむつ、はく
パンツ等を支給する
　課税世帯：102人　非課税世帯：72人

老人保護措置事業 958万円
　生活困難な高齢者をその状況に応じて養護
老人ホームに措置
　実績： 「もみじの里」（小浜市）３名  

「萩の苑」（敦賀市）１名

老人クラブ活動等社会活動事業 339万円
　町内老人クラブ連合会の活動費の一部助成

敬老会助成事業 758万円
　集落が実施する敬老会の一部助成

高 齢 者 支 援

生活と直結する主な施策の成果生活と直結する主な施策の成果
令和５年度の歳入決算額は123億5679万円で前年度に比べ５億4515万円減収になりました。
町税の収入済額は53億3786万円で前年度に比べ５億2691万円の増収でした。町内企業の設
備投資が増加したことにより固定資産税が５億2257万円増加したことが要因です。

112億9408万円
令和５年度歳出決算額

生活密着
生活者目線

公　共　交　通

新幹線からの２次交通。住民の足を守る利便性。

公共交通運行事業（チョイソコ） 5538万円
福鉄バス運行事業 2442万円

公共交通機関利用促進事業 403万円
乗ろうよ！小浜線利用促進事業 284万円
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
案
第
52
号

令
和
５
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
歳
入 

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
総
務
費
）

問
美
浜
町
人
材
育
成
事
業
の
内
容
は
。

回答

職
級
別
の
研
修
実
施
、自
治
研
修
所

や
先
進
地
視
察
へ
の
職
員
派
遣
に
か

か
る
経
費
で
あ
る
。

問
大
学
と
の
交
流
連
携
事
業
に
つ
い
て
、

福
井
大
学
と
の
共
同
研
究
の
内
容
は
。

回答

シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
学
の

先
生
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
、小
学
生
が
ま
ち
づ

く
り
提
案
を
行
っ
た
。

問
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進
事
業
は
、

継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

回答

事
業
開
始
よ
り
３
年
間
、令
和
７
年

度
ま
で
の
事
業
と
計
画
し
て
い
る
。

（
民
生
費
）

問
地
震
の
際
の
津
波
情
報
に
よ
り
新
庄

に
避
難
し
た
と
い
う
が
、防
災
マ
ッ

プ
等
は
津
波
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

回答

防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、津
波
の

高
さ
に
応
じ
た
対
応
を
書
き
入
れ
る

等
改
良
を
施
し
、住
民
に
対
し
説
明
し
て
い

く
。問

子
ど
も
の
あ
そ
び
場
づ
く
り
事
業
及

び
子
ど
も
遊
び
場
整
備
基
金
は
、町

内
４
か
所
に
エ
リ
ア
を
分
け
て
整
備
す
る
も

の
で
す
が
、あ
そ
び
場
が
で
き
る
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

回答

県
の
補
助
金
の
関
係
上
、令
和
８
年

度
末
ま
で
に
屋
内
あ
そ
び
場
を
整
備

す
る
予
定
。基
本
計
画
に
つ
い
て
は
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
お
り
、そ
れ
以
外
に
つ

い
て
は
関
係
課
と
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。

（
衛
生
費
）

問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
今
後
も
使
用

す
る
の
か
。ガ
ス
化
溶
融
炉
を
使
用

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、い
つ
ま
で
も
負
担
し

続
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

回答

ガ
ス
化
溶
融
炉
は
地
元
と
の
協
定
期

間
終
了
後
に
解
体
す
る
計
画
で
あ
る
。

（
農
林
水
産
費
）

問
「
浅
海
増
殖
事
業
」と「
漁
礁
機
能
回

復
事
業
」に
つ
い
て
成
果
は
あ
る
の
か
。

回答

ウ
ニ
は
放
流
し
て
い
る
が
、漁
獲
量

は
増
え
て
い
な
い
。令
和
６
年
度
に

は
ウ
ニ
放
流
を
一
時
中
断
し
た
。

魚
礁
機
能
回
復
事
業
は
ウ
ニ
だ
け
で
な
く
ア

常
任
委
員
会
の
動
き

詳
細
な
内
容
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

▼

https://w
w

w
.tow

n.fukui-m
iham

a.lg.jp/site/tow
n-council/

９
月
定
例
会
で
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
議
案
16
件
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
５
件
が
付
託
さ
れ
、
詳
細
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

制作は、美浜町新庄出身のデザイナー 髙木直也氏
（ペントアワード2023受賞）
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ワ
ビ
、サ
ザ
エ
等
に
も
効
果
が
見
込
ま
れ
る

の
で
継
続
実
施
と
し
た
。

（
商
工
費
）

問
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
美
浜
駅
周
辺
で
見

か
け
な
い
が
、事
業
者
は
利
用
料
金

が
高
い
と
言
う
が
、ど
う
か
。

回答

道
の
駅
は
利
用
料
が
高
い
と
の
意
見

を
事
業
者
か
ら
聞
い
て
い
る
。支
援

し
た
事
業
者
に
は
安
く
で
き
る
よ
う
、道
の

駅
運
営
事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
１
）議
案
第
68
号

美
浜
町
空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

民
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、相
続
人
不
存

在
に
係
る
相
続
財
産
の
管
理
人
の
名
称
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、本
条
例
に
お
い
て
引

用
す
る
名
称
を
改
正
前
の
管
理
人
か
ら
改
正

後
は
清
算
人
に
改
正
す
る
と
い
う
の
が
主
な

改
正
内
容
で
す
。

（
２
）議
案
第
69
号

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

現
行
国
民
健
康
保
険
法
第
９
条
に
定
め
る

被
保
険
者
証
の
交
付
及
び
返
還
に
係
る
規
定

が
削
除
さ
れ
る
た
め
、引
用
条
項
の
改
正
と

被
保
険
者
証
の
返
還
に
係
る
規
定
を
削
除
す

る
と
い
う
の
が
主
な
改
正
内
容
で
す
。

（
３
）議
案
第
70
号

美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
題
名
変
更
に
伴
う
引
用
規
定
の

整
理
、健
康
保
険
証
の
廃
止
を
踏
ま
え
、医

療
機
関
に
お
け
る
受
給
資
格
の
確
認
方
法
に

関
す
る
規
定
の
改
正
、医
療
費
助
成
の
申
請

期
限
が
他
の
医
療
費
助
成
制
度
と
差
異
が
生

じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、申
請
期
限
の
統
一
を

図
る
た
め
、現
行
の
６
か
月
か
ら
２
年
に
延

長
す
る
と
い
う
の
が
主
な
改
正
内
容
で
す
。

（
４
）議
案
第
71
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

宅
地
分
譲
地
整
備
に
伴
い
、延
長
１
２
６

メ
ー
ト
ル
を
金
山
13
号
線
の
町
道
路
線
と
し

て
認
定
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

（
５
）請
願
第
１
号

化
学
物
質
過
敏
症
に
関
す
る
請
願
に
つ

い
て化

学
物
質
過
敏
症
に
関
す
る
知
識
が
社
会

に
普
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、知
識
を
普
及

さ
せ
、化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
社
会
的

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、啓
発
活

動
な
ど
６
項
目
の
請
願
事
項
が
明
記
さ
れ
た

も
の
で
す
。

※ 

委
員
会
で
は
、請
願
者
団
体
で
あ
る
福
井

カ
ナ
リ
ア
の
会（
会
長
：
松
井
明
彦
さ
ん 

美
浜
町
松
原
）に
よ
り
請
願
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
質
疑
終
了
後
、委
員
会
採
決
を

行
い
、全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、本
会
議

に
お
い
て
も
全
員
賛
成
で
請
願
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査
と
は
、そ
の
委
員
会
が

所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
自
主
的
に
行
う

調
査
で
す
。

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
第
２
項
に
、

「
常
任
委
員
会
は
、そ
の
部
門
に
属
す
る

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す

る
調
査
を
行
い
、議
案
、請
願
等
を
審
査

す
る
。」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。常
任
委

員
会
の
発
議
に
よ
り
、町
政
の
各
分
野
に

お
け
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、調
査
を

行
い
、町
長
等
の
執
行
機
関
に
対
し
具
体

的
な
政
策
や
施
策
を
積
極
的
に
提
案
す
る

も
の
で
す
。

現
在
、総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
空

き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て
、産
業
厚
生
常

任
委
員
会
で
は
美
浜
町
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
い
ぱ
る
」の
事
業
に
つ
い
て
、所

管
事
務
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
集
落
元
気
プ
ラ
ン
推
進
事
業
に

つ
い
て
所
管
課
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か

ら
詳
細
説
明
を
受
け
、各
区
の
取
組
み
と

こ
の
事
業
が
ど
の
様
に
町
民
に
寄
与
し
て

い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。
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令和6年度令和6年度 第4回 美浜町議会定例会 議案 第4回 美浜町議会定例会 議案
令和 6 年第 4 回美浜町議会定例会期間：令和 6 年 9 月 2 日～ 9 月 26 日
議案番号 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果

議案第 51 号 令和６年度庁舎改修事業美浜町庁舎改修（第２期）工事請負契約について
庁舎改修事業美浜町庁舎改修（第２期）工事請負契約に関し必要事項を定める ー 可決

議案第 52 号 令和５年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　123 億 5679 万 6 千円　歳出総額　112 億 9408 万円　

予算決算

可決

議案第 53 号 令和５年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　1 億 740 万円　歳出総額　1 億 740 万円 可決

議案第 54 号 令和５年度美浜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 11 億 6163 万 4 千円　歳出総額 10 億 7104 万 2 千円　 可決

議案第 55 号 令和５年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 1 億 5375 万 8 千円　歳出総額 1 億 5259 万 7 千円 可決

議案第 56 号 令和５年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 12 億 3664 万 3 千円　歳出総額 10 億 9388 万円 4 千円 可決

議案第 57 号 令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 2 憶 3807 万 3 千円　歳出総額 2 憶 3787 万７千円 可決

議案第 58 号 令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 1 憶 8137 万 8 千円　歳出総額 2 憶 2762 万 8 千円 可決

議案第 59 号 令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 6 憶 5987 万 6 千円　歳出総額 6 憶 3432 万７千円 可決

議案第 60 号 令和５年度美浜町産業団地事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 5 憶 4630 万 1 千円　歳出総額 5 憶 4481 万 5 千円 可決

議案第 61 号 令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 1 憶 4991 万 3 千円　歳出総額 3422 万 9 千円 可決

議案第 62 号 令和５年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額 1 憶 7629 万 7 千円　歳出総額 1 憶 780 万 9 千円 可決

議案第 63 号
令和５年度美浜町上水道事業会計決算の認定について
収益的収入 1 億 7004 万 4368 円　収益的支出 1 億 5308 万 332 円
資本的収入 1 億 6895 万 3000 円　資本的支出 1 億 9946 万 2597 円

可決

議案第 64 号 令和６年度美浜町一般会計補正予算（第３号） 
6 億 2629 万 3 千円増額 可決

議案第 65 号 令和６年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
1963 万 7 千円増額 可決

議案第 66 号 令和６年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第２号） 
2486 万 9 千円増額 可決

議案第 67 号 令和６年度美浜町上水道事業会計補正予算（第１号） 
700 万 7 千円増額 可決

議案第 68 号 美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
民法等の一部を改正する法律の施行による組織及び運営に関し必要な事項を定める。

産業厚生

可決

議案第 69 号
美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の
施行による組織及び運営に関し必要な事項を定める。

可決

議案第 70 号
美浜町母子家庭等医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の
施行による組織及び運営に関し必要な事項を定める。

可決

議案第 71 号 町道路線の認定について
町道路線認定に関し必要事項を定める。 可決

請願第 1 号
化学物資過敏症に関する請願について
化学物質過敏症に関する知識が社会に普及していないため、知識を普及させ、社会的対策を行う必要
がある。（請願者  福井カナリアの会）

採択

同意 3 号 美浜町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

ー

可決

同意 4 号 美浜町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

発議 2 号 北陸新幹線の早期全線開業を求める意見書（案） 可決

※略称　＜予算決算＞…予算決算常任委員会　＜総務文教＞…総務文教常任委員会　　＜産業厚生＞…産業厚生常任委員会
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討
論
概
要

【
９
月
定
例
会
】

議
案
第
52
号

令
和
５
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

⃝

反
対
討
論

財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比

率
の
値
を
見
て
も
、財
政
状
況

に
は
余
裕
が
あ
る
。
財
政
状
況

に
余
裕
が
あ
る
時
に
、余
る
お

金
を
貯
め
て
お
く
だ
け
で
良
い

の
か
。

町
政
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

財
政
状
況
に
余
裕
が
あ
る
時
に

ど
う
い
う
福
祉
施
策
を
打
ち
出

す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、個
別
事
業
に
つ
い
て

は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

体
験
館『
き
い
ぱ
す
』の
運
営

事
業
」、「
健
康
楽
膳
拠
点
施
設

『
こ
る
ぱ
』の
運
営
事
業
」、「
美

浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
、電
池

推
進
遊
覧
船
に
関
係
す
る
事

業
」、「
道
の
駅
に
関
係
す
る
事

業
」な
ど
、そ
も
そ
も
予
算
の

執
行
を
認
め
て
い
な
い
事
業
が

多
く
あ
る
の
で
本
議
案
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

（
河
本
猛
）

議
案
第
69
号

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
案
第
70
号

美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

⃝

反
対
討
論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
一
体

に
な
る
こ
と
で
、現
行
の
健
康

保
険
証
を
廃
止
す
る
と
い
う
こ

と
に
は
、不
安
の
声
が
多
く
あ

が
っ
て
い
る
。

全
国
18
の
新
聞
社
が
実
施
し

た
合
同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、現

行
の
保
険
証（
制
度
）を
残
し
て

欲
し
い
と
い
う
声
が
８
割
以
上

に
な
っ
て
お
り
、こ
の
８
割
以

上
の
声
を
無
視
し
て
保
険
証
の

廃
止
に
踏
み
切
る
法
改
正
を

行
っ
た
の
は
、時
の
政
府
の
横

暴
だ
と
思
う
。

私
は
、現
行
の
保
険
証
を
残

し
、マ
イ
ナ
保
険
証
と
選
択
制

に
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え

る
が
、合
同
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

い
て
も
選
択
制
を
求
め
る
声
が

多
数
で
あ
っ
た
。

私
は
、住
民
の
防
波
堤
と
し

て
、保
険
証
の
廃
止
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、本
議

案
に
つ
い
て
も
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。�

（
河
本
猛
）

賛否が分かれた議案
議席順に掲載（〇賛成×反対―欠席□退席）し、反対または退席等があった議案だけ載せています。
※議長（川畑忠之）は採決に加わりません。

議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻井 松下 﨑元 山口 藤本 竹仲
議案第52号 ○ ○ ○ × 〇 ○ × ○ × ○ 〇 ― ○
議案第69 号 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 ― 〇
議案第70 号 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 ― 〇

小
浜
市
長
の
任
期
満
了
に
伴

う
小
浜
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
し
く
杉
本
和
範
市
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
市
長
は
公
立
小
浜

病
院
組
合
の
組
合
長
も
兼
任
し
、

今
後
は
組
合
管
理
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
小
浜
病
院
組
合

は
、小
浜
市
・
お
お
い
町
・
若
狭

町
そ
し
て
美
浜
町
の
１
市
３
町

を
管
轄
す
る
病
院
組
合
で
、公

立
小
浜
病
院
、介
護
老
人
保
健

施
設
ア
ク
ー
ル
若
狭
、レ
イ
ク

ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
の
３
施
設
を

組
織
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
行
わ
れ
た
組
合
議
会

で
令
和
５
年
度
の
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方

病
院
は
、繰
入
金
の
増
額（
美
浜

町
繰
入
金
１
億
６
千
66
万
円
、

若
狭
町
２
億
56
万
円
）と
コ
ロ

ナ
５
類
移
行
で
患
者
数
も
増
え
、

収
益
的
収
支
は
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
９
年
度
の
中

期
経
営
計
画（
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
）を
実
行
し
、今
後
も
地

域
医
療
の
責
務
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

新
し
い
組
合
長
の
も
と
、

　
地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
を

公立小浜病院公立小浜病院

レイクヒルズ美方病院レイクヒルズ美方病院
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問
９月定例会では４人の議員が一般質
問に立ち、町行政のあり方について、
問いただしました。

一般質問はMMネットの行政チャ
ンネルで翌日の午後8時、翌々日は
午後1時から放送されています。

髙
た か  は し

橋  修
おさむ

  議員

❶❶��������

町
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

町
の
観
光
政
策
に
つ
い
て�

�
�
�

美
浜
の
観
光
の
魅
力
は
何
か

美
浜
の
観
光
の
魅
力
は
何
か

問
令
和
３
年
の
私
の
質
問
に

対
し
海
・
山
・
川
・
湖
等

の
自
然
の
恵
み
を
短
時
間
の
移
動

で
体
感
で
き
る
自
然
環
境
が
魅
力

で
あ
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
現
時
点
で
は
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

観光誘客
課長

美
し
い
海
、
三
方
五
湖
、

そ
れ
ら
に
調
和
し
た
田
園

と
山
々
、
そ
し
て
温
か
い

人
情
で
あ
る
。
中
で
も
三
方
五
湖

は
、卓
越
し
た
観
光
資
源
で
あ
り
、

エ
リ
ア
観
光
の
核
と
捉
え
て
い

る
。意見

前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
答
弁
だ

が
、
自
然
環
境
や
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
連
れ
顧
客
目
線

の
魅
力
も
変
化
す
る
。
常
に
ウ

オ
ッ
チ
願
い
た
い
。

❷❷������

町
の
観
光
振
興
の

町
の
観
光
振
興
の�

�
�
�

課
題
は
何
か

課
題
は
何
か

河
こうもと

本  猛
たけし

  議員

❶❶����

水
上
バ
イ
ク
や
レ

水
上
バ
イ
ク
や
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
規

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
規

制
す
る
条
例
が
で
き

制
す
る
条
例
が
で
き

な
い
か
！

な
い
か
！

答

条
例
制
定
が
難
し
い
こ
と

か
ら
三
方
五
湖
水
面
等
利

用
協
議
会
を
設
立
し
た
。

問
議
会
と
語
ろ
う
会
で
、
水

上
バ
イ
ク
や
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
を
規
制
す
る
条
例
が
で
き

な
い
か
、
旧
北
小
学
校
の
裏
側
の

道
路
か
ら
水
上
バ
イ
ク
を
降
ろ
し

た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り

し
て
い
て
、
危
険
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
地
域
課
題
を
伺
っ
た
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
10
年
以
上

前
か
ら
同
様
の
こ
と
を
聞
い
て
お

り
、
以
前
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
そ

の
経
過
を
伺
う
。

住民環境
課長

久
々
子
湖
の
水
上
バ
イ
ク

等
に
関
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
の
条
例
制
定
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
安
全

安
心
、
快
適
に
湖
の
利
用
が
で
き

観光誘客
課長

①
首
都
圏
や
新
幹
線
沿
線

の
認
知
度
が
低
い
。
②
二

次
交
通
が
弱
い
。
③
海
鮮

店
等
の
海
産
物
提
供
体
制
が
弱
い

こ
と
で
あ
り
改
善
に
取
り
組
む
。

意見
住
ん
で
よ
し
訪
ね
て
よ
し

と
言
う
。
住
人
が
よ
し
と

感
じ
る
地
域
に
人
は
訪
れ
る
。
経

済
性
が
大
切
な
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
遊
歩
道
・
ト
イ
レ
・
駐
車
ス

ペ
ー
ス
・
腰
掛
な
ど
住
民
が
自
然

に
親
し
め
る
身
近
な
整
備
が
必
要

だ
と
思
う
。

❸❸����
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
？

ン
は
？

問
新
幹
線
開
業
と
関
連
事
業

が
一
段
落
し
た
現
在
、
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
る
か
。

町 政 を 問 う！ 一 般 質 問

観光誘客
課長

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
提
言
の

も
と
①
中
長
期
視
点
で
の

施
策
展
開
②
本
物
志
向
客

の
誘
客
③
ス
ト
ー
リ
ー
性
あ
る
質

感
を
統
一
し
た
情
報
発
信
④
ブ
ラ

ン
ド
化
の
構
築
を
柱
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
刷
新
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設
等

を
行
い
、
出
向
宣
伝
等
を
行
っ
て

い
る
。

意見
方
向
性
は
理
解
す
る
が
、

住
民
に
対
す
る
そ
れ
ら
の

説
明
が
十
分
で
な
い
。
住
民
に
対

す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か

り
行
い
、
住
民
の
理
解
を
得
て
、

町
が
一
丸
で
推
進
す
る
べ
き
と
思

う
。❹❹����

モ
デ
ル
ル
ー
ト
の

モ
デ
ル
ル
ー
ト
の�

�
�
�

強
化
を
！

強
化
を
！

問
来
町
客
を
増
や
す
た
め
、

宿
泊
を
含
む
魅
力
あ
る
拠

点
を
繋
い
だ
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
設

定
と
Ｐ
Ｒ
が
効
果
的
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

観光誘客
課長

周
遊
滞
在
型
観
光
の
促
進

等
の
た
め
各
種
の
メ

ニ
ュ
ー
を
設
定
し
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。

意見
お
す
す
め
ル
ー
ト
を
複
数

設
定
し
、
町
民
を
含
め
た

全
員
が
そ
の
内
容
を
し
っ
か
り
理

解
し
て
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
。

❺❺����

郷
土
資
料
館
の

郷
土
資
料
館
の�

�
�

�

整
備
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て

問
令
和
４
年
に
一
般
質
問
を

し
た
際
、
当
時
の
教
育
長

は
そ
の
考
え
は
な
い
と
答
弁
を
さ

れ
た
が
、
北
前
船
の
認
定
自
治
体

等
が
加
わ
っ
た
今
ど
う
考
え
る

か
。

生涯学習
推進課長

ヒ
ス
ト
リ
ー
ゾ
ー
ン
全
体

を
博
物
館
と
捉
え
る
令
和

４
年
の
考
え
方
に
変
更
は

な
い
。

意見
美
浜
町
は
ど
ん
な
町
か
。

町
外
者
に
は
勿
論
町
民
に

も
全
体
が
見
え
に
く
い
。
こ
の
こ

と
は
町
の
連
帯
感
・
郷
土
へ
の
思

い
・
誇
り
の
醸
成
等
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
嶺
南
に
は
奈
良
や
京

の
都
を
支
え
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
原
風
景
と
い
え
る
景
観
と
遺

産
が
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
を
整

理
し
た
施
設
は
、
伝
統
文
化
の
継

承
や
観
光
振
興
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

も
な
る
。

❻❻����

学
習
館
の
整
備
に

学
習
館
の
整
備
に�

�
�
�

つ
い
て

つ
い
て

問
令
和
４
年
に
も
一
般
質
問

し
た
が
、
暮
ら
し
や
産
業

等
の
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
先

進
の
学
習
施
設
が
必
要
で
は
な
い

か
。

生涯学習
推進課長

シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
動
し
、
交
流
セ
ン

タ
ー
も
整
備
す
る
。
な
び

あ
す
や
歴
史
文
化
館
で
の
活
動
も

成
果
が
出
て
お
り
、
よ
り
効
果
的

な
連
携
を
進
め
た
い
。

意見
現
在
の
活
動
は
評
価
す
る

が
、
そ
れ
ら
を
継
続
す
れ

ば
、
町
の
新
た
な
時
代
が
切
り
拓

け
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
先
進
的

な
機
材
を
備
え
、
時
代
を
先
取
り

す
べ
く
魅
力
あ
る
学
習
環
境
を
整

備
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

河
こうもと

本  猛
たけし

  議員

❶❶����

水
上
バ
イ
ク
や
レ

水
上
バ
イ
ク
や
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
規

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
規

制
す
る
条
例
が
で
き

制
す
る
条
例
が
で
き

な
い
か
！

な
い
か
！

答

条
例
制
定
が
難
し
い
こ
と

か
ら
三
方
五
湖
水
面
等
利

用
協
議
会
を
設
立
し
た
。

問
議
会
と
語
ろ
う
会
で
、
水

上
バ
イ
ク
や
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
を
規
制
す
る
条
例
が
で
き

な
い
か
、
旧
北
小
学
校
の
裏
側
の

道
路
か
ら
水
上
バ
イ
ク
を
降
ろ
し

た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り

し
て
い
て
、
危
険
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
地
域
課
題
を
伺
っ
た
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
10
年
以
上

前
か
ら
同
様
の
こ
と
を
聞
い
て
お

り
、
以
前
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
そ

の
経
過
を
伺
う
。

住民環境
課長

久
々
子
湖
の
水
上
バ
イ
ク

等
に
関
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
の
条
例
制
定
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
安
全

安
心
、
快
適
に
湖
の
利
用
が
で
き

る
ル
ー
ル
作
り
を
目
的
と
し
て
、

令
和
３
年
11
月
に
美
浜
町
、
若
狭

町
地
元
区
、
漁
協
、
マ
リ
ン
事
業

者
、
福
井
県
、
福
井
県
警
で
構
成

す
る
三
方
五
湖
水
面
等
利
用
協
議

会
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
令
和

４
年
８
月
に
、
徐
行
エ
リ
ア
や
航

行
自
粛
エ
リ
ア
な
ど
の
設
定
な

ど
、
自
主
規
制
を
主
体
と
す
る
三

方
五
湖
水
面
等
利
用
ル
ー
ル
を
策

定
し
た
。

こ
の
ル
ー
ル
を
誰
で
も
わ
か
り
や

す
い
チ
ラ
シ
に
ま
と
め
、
集
落
の

回
覧
や
両
町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、

三
方
五
湖
水
面
等
利
用
協
議
会
に

よ
り
、
マ
リ
ン
事
業
者
、
漁
業
、

利
用
者
等
へ
の
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。

町 政 を 問 う！質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

　

ま
た
、
水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入

れ
が
多
か
っ
た
。
久
々
子
湖
の
西

側
の
湖
岸
道
路
で
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
計
画
的
に
防
護
柵
の
設
置

を
進
め
て
お
り
、
警
察
に
よ
る
湖

周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
随
時
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
協
議
会
が
中
心
に
な
り
、
対

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

意見
部
活
な
ど
で
日
々
練
習
し

て
い
る
学
生
や
社
会
人
、

周
辺
住
民
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

接
触
事
故
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
う

ち
に
厳
し
い
規
制
や
よ
り
強
固
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。❷❷����

現
行
の
健
康
保
険
証

現
行
の
健
康
保
険
証

が
廃
止
。
資
格
喪
失

が
廃
止
。
資
格
喪
失

や
無
保
険
者
扱
い
、

や
無
保
険
者
扱
い
、

医
療
費
負
担
が
大
き

医
療
費
負
担
が
大
き

く
な
る
こ
と
は
な
い

く
な
る
こ
と
は
な
い

か
！
か
！

答

資
格
確
認
書
は
現
行
の
紙

の
保
険
証
の
代
わ
り
。
医

療
機
関
の
窓
口
で
も
、資

格
喪
失
や
無
保
険
扱
い
に

は
な
ら
ず
、医
療
費
の
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と
も

な
い
。

問
12
月
に
現
行
の
国
民
健
康

保
険
の
保
険
証
が
廃
止
さ

れ
る
が
、
現
時
点
で
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
約
26
％（
４
４
７
人
）

が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
が
、
現
行
の
紙
の
保
険
証

の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
と
い
う
場

合
、
ど
う
や
っ
て
医
療
機
関
を
受

診
す
れ
ば
い
い
の
か
。

住民環境
課長

紙
の
保
険
証
の
有
効
期
限

が
過
ぎ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
紙
の
保
険
証
に
代
わ

る
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
、
そ

れ
を
持
参
し
て
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
国
民
健
康
保
険
税
を
適
切

に
払
っ
て
い
る
人
が
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
、
資
格
喪
失
や

無
保
険
者
扱
い
、
医
療
費
負
担
が

大
き
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な 

い
か
。

住民環境
課長

資
格
確
認
書
は
現
行
の
紙

の
保
険
証
の
代
わ
り
で
あ

り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

も
、
資
格
喪
失
や
無
保
険
扱
い
に

は
な
ら
ず
、
医
療
費
の
負
担
が
大

き
く
な
る
こ
と
も
な
い
。

意見
現
行
の
保
険
証
の
廃
止
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

強
制
的
に
作
ら
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
国
の
横
暴
だ
。
紙
の
保
険

証
の
廃
止
に
伴
う
資
格
確
認
書
の

発
行
と
い
う
苦
し
紛
れ
の
代
替
措

置
を
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
現
行
の
保

険
証
を
残
し
て
、
現
行
の
保
険
証

と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き

だ
。
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問

上
うえみち

道  正
しょう

二
じ

  議員

❶❶����

空
き
家
の
原
因
、

空
き
家
の
原
因
、�

�
�

�

対
策
課
題
は

対
策
課
題
は

問
空
き
家
が
増
え
て
い
る
原

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

土木建築
課長

国
土
交
通
省
が
実
施
し
た

令
和
元
年
度
空
き
家
所
有

者
実
態
調
査
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
空
き
家
の
発
生
要
因
の

約
55
％
が
相
続
と
な
っ
て
い
る
。

問
原
因
に
つ
い
て
の
対
策
課

題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

土木建築
課長

空
き
家
に
つ
い
て
は
個
人

の
財
産
で
あ
り
本
来
は
所

有
者
が
適
正
に
管
理
す
る

べ
き
も
の
、
長
年
放
置
さ
れ
た
老

朽
空
き
家
の
危
険
性
や
周
囲
に
及

ぼ
す
悪
影
響
を
認
識
さ
れ
な
い
所

有
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
特
に

県
外
な
ど
遠
方
に
い
る
所
有
者
に

窮
状
を
理
解
い
た
だ
き
、
意
識
を

変
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
町
内
に
現
在
、
倒
壊
等
の

恐
れ
が
あ
る
特
定
空
き
家

を
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
限
り
で

は
32
件
あ
っ
た
と
思
う
、
解
体
を

促
進
す
る
た
め
の
対
策
は
あ
る
の

か
。

土木建築
課長

空
き
家
の
解
体
を
促
進
さ

せ
る
た
め
の
対
策
と
し
て

町
で
は
平
成
29
年
に
美
浜

町
老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
撤
去
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、

解
体
撤
去
に
か
か
る
費
用
の
３
分

の
１
以
内
で
、
特
定
空
き
家
は
上

限
50
万
円
、
準
特
定
空
き
家
は
上

限
30
万
円
の
補
助
を
実
施
し
て
き

た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
、

空
き
家
の
解
体
撤
去
、
さ
ら
に
促

進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
末
ま

で
の
特
例
措
置
と
し
て
、
特
定
空

き
家
に
は
空
き
家
は
上
限

１
０
０
万
円
、
準
特
定
空
き
家
は

上
限
60
万
円
と
、
補
助
限
度
額
を

倍
増
す
る
と
と
も
に
、
倉
庫
か
ら

新
た
に
上
限
60
万
円
の
補
助
対
象

と
す
る
な
ど
、
支
援
を
強
化
し
て

い
る
。

問
こ
れ
ま
で
対
策
で
ど
れ
だ

け
の
利
用
実
績
が
あ
っ
た

の
か
を
伺
い
た
い
。

土木建築
課長

こ
れ
ま
で
の
、
美
浜
町
老

朽
危
険
空
き
家
等
解
体
撤

去
事
業
補
助
金
の
利
用
実

績
は
、
特
定
空
き
家
が
11
件
、
準

特
定
空
き
家
が
４
件
、
倉
庫
蔵
等

が
１
件
で
合
計
16
件
と
な
っ
て
い

る
。問

美
浜
町
で
は
、
行
政
代
執

行
の
実
績
は
あ
る
の
か
。

まちづくり
推進課長

行
政
代
執
行
の
実
績
は
な

い
。

問
特
定
空
き
家
に
な
ら
な
い

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

まちづくり
推進課長

町
で
は
空
き
家
の
有
効
活

用
に
よ
る
街
へ
の
定
住
促

進
と
、
地
域
の
活
性
化
や

集
落
環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
空
き
家
の
家
賃
補
助
、

空
き
家
の
購
入
補
助
、
空
き
家
の

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
実
施
し
、
空

き
家
の
利
活
用
促
進
に
努
め
て
い

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
て
、
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
に
よ
る
物
件
の

情
報
の
提
供
や
、
空
き
家
マ
ッ
チ

ン
グ
ツ
ア
ー
の
実
施
を
通
じ
て
、

空
き
家
の
流
通
化
に
も
努
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
登
録
件
数
72
件
の
う
ち
、
利
活

用
に
至
っ
た
件
数
が
46
件
、
空
き

家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
よ
る
照

会
数
１
０
７
件
の
う
ち
、
利
活
用

に
至
っ
た
件
数
が
34
件
あ
り
、
町

で
は
空
き
家
を
重
要
な
地
域
資
源

と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
促
し
、

資
産
価
値
の
維
持
や
居
住
環
境
の

向
上
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

❷❷����

チ
ョ
イ
ソ
コ
の

チ
ョ
イ
ソ
コ
の�

�
�

�

土
日
祝
日
の
増
便
は

土
日
祝
日
の
増
便
は

問
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
運
行
に
つ

い
て
、
土
日
祝
日
は
朝
の

定
期
便
が
な
い
。
９
時
か
ら
の
予

約
分
に
な
っ
て
い
た
。
個
人
医
院

は
土
曜
も
診
察
し
て
お
り
、
土
曜

日
に
診
察
に
行
く
方
も
お
ら
れ

る
。
ま
た
、
学
生
は
部
活
補
習
等

が
あ
り
、
朝
早
く
登
校
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
土
日
祝

日
に
関
係
な
く
運
行
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
。

住民環境
課長

休
日
朝
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
の
利
用
が
少

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
美
浜
町
地
域

公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
現
行
の
運
行
体
制

と
な
っ
た
。

９月定例会では４人の議員が一般質
問に立ち、町行政のあり方について、
問いただしました。

一般質問はMMネットの行政チャ
ンネルで翌日の午後8時、翌々日は
午後1時から放送されています。
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

松
まつ

下
した

  照
て る  ゆ き

幸  議員

❶❶����

使
用
済
燃
料
の

使
用
済
燃
料
の�

�
�

�

県
外
搬
出

県
外
搬
出

問
原
発
の
プ
ー
ル
内
に
溜
ま

り
続
け
る
使
用
済
燃
料
が

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
破
綻
」
に
よ

り
県
外
へ
搬
出
で
き
ず
、
プ
ー
ル

が
満
杯
に
近
づ
い
て
い
る
。
再
処

理
工
場
や
県
外
中
間
貯
蔵
施
設
に

搬
出
で
き
な
い
要
因
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町長

安
全
審
査
に
時
間
を
要

し
、
受
け
入
れ
が
実
現
し

て
い
な
い
。
国
が
前
面
に

立
ち
施
設
整
備
を
進
め
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

❷❷����

乾
式
貯
蔵
施
設

乾
式
貯
蔵
施
設�

�
�

�

建
設
計
画

建
設
計
画

問
関
電
は
乾
式
貯
蔵
施
設
計

画
を
美
浜
町
議
会
に
示
し

た
。
プ
ー
ル
内
の
使
用
済
燃
料
を

サ
イ
ト
内
に
建
設
す
る
乾
式
貯
蔵

施
設
へ
搬
出
す
る
計
画
で
あ
る
。

保
管
期
間
も
示
さ
な
い
。「
使
用

済
燃
料
を
再
処
理
工
場
や
県
外
中

間
貯
蔵
施
設
に
搬
出
す
る
」事
が
、

福
井
県
の
歴
代
知
事
が
県
民
に
約

束
し
て
き
た
こ
と
。

　
「
そ
う
は
な
ら
な
い
」
と
確
信

で
き
る
か
。

町長

関
電
は
使
用
済
燃
料
の
貯

蔵
容
量
を
増
や
さ
な
い
と

し
て
お
り
、
乾
式
貯
蔵
施

設
に
搬
出
す
る
こ
と
で
空
い
た

プ
ー
ル
の
ス
ペ
ー
ス
は
原
則
使
用

し
な
い
と
し
て
い
る
。
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
示
す
「
継
続
し
て
運
転

で
き
る
環
境
の
整
備
」
と
は
、
使

用
済
燃
料
が
乾
式
貯
蔵
施
設
へ
、

中
間
貯
蔵
施
設
か
ら
再
処
理
工
場

へ
順
次
搬
出
さ
れ
る
工
程
が
機
能

す
る
こ
と
を
言
う
。
関
電
の
説
明

に
齟
齬
は
無
い
。

❸❸����

関
電
が
語
る
サ
イ
ト
内
乾

関
電
が
語
る
サ
イ
ト
内
乾

式
貯
蔵
施
設
の「
意
義
」

式
貯
蔵
施
設
の「
意
義
」

問
乾
式
貯
蔵
施
設
は
「
中
間

貯
蔵
施
設
へ
の
搬
出
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
設
備
」
と

述
べ
て
い
る
。
プ
ー
ル
か
ら
使
用

済
燃
料
を
乾
式
貯
蔵
施
設
へ
搬
出

す
る
が
、空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に「
３

号
機
運
転
で
生
ま
れ
る
使
用
済
燃

料
を
入
れ
な
い
」
と
も
美
浜
町
議

会
に
説
明
し
て
い
る
。

　
関
電
の
こ
の
説
明
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
か
。

町長

関
電
は
、
中
間
貯
蔵
施
設

は
一
時
的
な
保
管
施
設
で

あ
り
、
中
間
貯
蔵
や
最
終

処
分
場
に
は
な
ら
な
い
と
明
言
し

て
い
る
。

❹❹����

高
燃
焼
度
燃
料
と

高
燃
焼
度
燃
料
と�

�
�
�

そ
の
使
用
済
燃
料

そ
の
使
用
済
燃
料

問
関
電
は
３
号
機
に
高
燃
焼

度
燃
料
を
導
入
し
て
い

る
。
そ
の
使
用
済
燃
料
は
再
処
理

工
場
の
再
処
理
条
件
に
合
わ
な

い
。
プ
ー
ル
で
の
冷
却
期
間
も
長

く
、
再
処
理
工
場
へ
の
搬
出
は
困

難
。

　
高
燃
焼
度
燃
料
の
使
用
済
燃
料

に
つ
い
て
、
そ
の
搬
出
を
ど
う
考

え
る
か
。

町長

高
燃
焼
度
燃
料
は
、
使
用

済
燃
料
の
低
減
を
目
的
と

し
、
約
３
割
が
プ
ー
ル
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
全
て
の
使
用

済
燃
料
が
安
全
か
つ
円
滑
に
再
処

理
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

❺❺����

再
処
理
工
場
や
中
間
貯

再
処
理
工
場
や
中
間
貯

蔵
施
設
へ
使
用
済
燃

蔵
施
設
へ
使
用
済
燃

料
を
搬
出
で
き
な
い
！

料
を
搬
出
で
き
な
い
！

問
県
外
中
間
貯
蔵
施
設
を
建

設
し
そ
こ
へ
使
用
済
燃
料

を
搬
出
す
る
と
関
電
は
約
束
し
た

が
、
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
見

込
み
、
関
電
は
乾
式
貯
蔵
施
設
を

企
画
し
た
。
乾
式
貯
蔵
施
設
と

プ
ー
ル
内
の
使
用
済
燃
料
は
、「
燃

料
」
と
し
て
の
名
前
を
剥
奪
さ
れ

「
核
の
ゴ
ミ
」
と
な
る
。

町長

国
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を

基
本
と
し
、
全
て
の
使
用

済
燃
料
を
再
処
理
す
る
方

針
。
国
策
と
し
て
着
実
に
取
り
組

ま
れ
る
と
理
解
す
る
。

❻❻����

乾
式
貯
蔵
施
設
に

乾
式
貯
蔵
施
設
に�

�
�
�

関
す
る
本
質
的
問
題

関
す
る
本
質
的
問
題

問
乾
式
貯
蔵
リ
ス
ク
の
本
質

は
、
古
い
原
発
を
60
年
を

超
え
て
運
転
す
る
リ
ス
ク
と
、

ホ
ッ
ト
な
使
用
済
燃
料
を
プ
ー
ル

内
に
供
給
し
続
け
る
こ
と
に
あ

る
。
ホ
ッ
ト
な
使
用
済
燃
料
は
、

大
き
な
電
力
を
使
っ
て
水
で
冷
却

し
続
け
な
け
れ
ば
溶
融
す
る
。
半

島
の
先
端
に
建
つ
福
井
県
内
の
原

発
群
は
、
地
震
等
に
よ
り
商
用
電

源
が
断
た
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
。

こ
の
リ
ス
ク
を
ど
う
町
民
に
知
ら

せ
る
か
。

町長

原
子
力
規
制
委
員
会
を
中

心
に
、
そ
の
よ
う
な
事
象

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
新

規
制
基
準
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
。「
核
の
ゴ
ミ
」
に
つ
い

て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お

答
は
差
し
控
え
る
。

意見
使
用
済
燃
料
が
全
国
の
原

発
内
に
貯
ま
り
続
け
て
い

る
の
は
事
実
。「
も
ん
じ
ゅ
」
が

廃
炉
と
な
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
破
綻
も
事
実
。
原
子
力
防
災
訓

練
は「
事
故
を
仮
定
」し
て
行
う
。

適
切
な
仮
定
こ
そ
が
、
適
切
な
対

策
を
生
み
出
す
。
町
長
は
、
そ
こ

を
理
解
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
。
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９
月
21
日
、
今
夏
の
超
猛
暑
と
は
裏

腹
に
、
曇
り
空
と
爽
や
か
な
風
が
吹
く

絶
好
の
天
気
と
な
り
、
美
浜
中
学
校
の

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

青
組
と
赤
組
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

各
学
年
リ
レ
ー
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
競

技
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
見
え
ま
し
た
。

色
別
選
抜
リ
レ
ー
や
綱
引
き
は
迫
力
が

あ
り
、
午
後
か
ら
の
応
援
合
戦
は
３
年

生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
練
習

の
成
果
が
伝
わ
り
、
完
成
し
た
団
結
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会
場
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

美
浜
中
学
校
体
育
祭

みんなで
盛り上がった

最高の祭

編
集
後
記

今
年
は
昭
和
99
年
。

昭
和
99
年
９
月
９
日
９
時
９
分
、

何
か
起
こ
り
そ
う
と
一
部
言
わ
れ
ま

し
た
が
何
事
も
な
く
９
月
も
過
ぎ
去

り
ま
し
た
。

９
月
30
日
、
10
月
１
日
、
２
日
と

原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
で
島
根

原
発
、
玄
海
町
役
場
、
糸
島
市
と
視

察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

島
根
原
発
は
国
産
第
一
号
と
し
て

約
40
年
間
に
わ
た
り
運
転
。
玄
海
町

は
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査
に
手
を

挙
げ
、
糸
島
市
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

製
品
研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
水
素
関
連
製
品
の
耐
久
試

験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
上
道
記
）

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】
辻
井 

雅
之

【
副
委
員
長
】
幸
𠀋 

佑
馬

【
委　
　
員
】  

藤
本　
悟
・
松
下 

照
幸  

髙
橋　
修
・
上
道 

正
二  

兼
田 

和
雄
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